
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

特
別
展
「
那
須
御
用
邸
1
0
0
周
年

記
念
　
那
須
と
皇
室
の
あ
ゆ
み
」

を
開
催
し
ま
す
！

古
文
書
や
自
治
会
資
料
の
情
報

を
ご
提
供
く
だ
さ
い

那須歴史探訪館
■申込み・問合せ
　那須歴史探訪館☎７４-７００７

　
今
年
は
那
須
御
用
邸
が
設
置
さ
れ
て

か
ら
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
明
治
天
皇
の
巡
幸
か
ら
那
須
御
用
邸

の
設
置
、
皇
室
ゆ
か
り
の
品
々
、
朝
鮮

王
朝
に
由
来
を
持
つ
李
王
家
と
那
須
に

つ
い
て
も
ご
紹
介
し
、
那
須
町
と
皇
室

の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
木
戸
孝

允
の
書
や
柳
原
愛
子
（
大
正
天
皇
実
母
）

の
短
歌
、
侍
従
長
を
務
め
た
入
江
相
政

氏
の
色
紙
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
て

い
ま
す
。

▼
会
　
期　
６
月
21
日
㈰
ま
で

▼
入
館
料　
大
人
3
0
0
円

※
特
別
展
料
金
と
な
り
ま
す

〇
講
座
「
那
須
御
用
邸
と
新
那
須
温
泉
」

　（
要
予
約
先
着
順
）

▼
日
　
時　
５
月
10
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
今
回
か
ら
、
那
須
町
の
寺
社
と

文
化
財
に
つ
い
て
12
回
に
わ
た
り

紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
は
那
須
温
泉
神
社
を
取
り

あ
げ
ま
す
。
那
須
温
泉
神
社
は
、

延
長
５
年
（
９
２
７
）
に
ま
と
め

ら
れ
た
全
国
の
「
官
社
」
に
指
定

さ
れ
た
神
社
の
一
覧
表
で
あ
る

「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
そ
の
名
が

記
さ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
那
須

に
あ
る
古
社
で
す
。『
平
家
物
語
』

で
は
、
那
須
与
一
宗
隆
が
「
屋
島

の
戦
い
」
で
扇
の
的
を
射
る
際
、

「
南
無
八
幡
大
菩
薩
、
別
し
て
は

我
が
国
の
神
明
、
日
光
権
現
、
宇

都
宮
、
那
須
の
湯
泉
大
明
神
、
願

は
く
は
あ
の
扇
の
真
ん
中
に
射
さ

せ
て
た
ば
せ
給
へ
」
と
唱
え
ま
す

が
こ
こ
に
登
場
す
る
「
那
須
の
湯

泉
大
明
神
」
が
那
須
温
泉
神
社
の

こ
と
で
す
。

　
那
須
温
泉
神
社
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
宝
物
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
那

須
与
一
が
奉
納
し
た
と
伝
わ
る
蟇

目
・
鏑
矢
な
ど
は
、
松
尾
芭
蕉
も

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
行
程
に
お

い
て
那
須
湯
本
を
訪
れ
た
際
に
見

学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
『
三
十
六

歌
仙
板
額
筥
共
』
は
、
町
指
定
文

化
財
で
あ
り
、
戦
国
期
の
那
須
家

の
当
主
・
那
須
資
晴
が
寄
進
し
た

も
の
で
、
絵
は
京
都
の
絵
師
が
手

掛
け
、慶
長
1
5
年
（
１
６
１
０
）

に
同
社
へ
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
板
額
は
黒
羽
藩
主
・
大
関
増
栄

が
延
宝
６
年
（
１
６
７
８
）
に
寄

進
し
た
筥
に
収
め
ら
れ
、
こ
れ
も

町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
境
内
に
は
昭
和
天
皇
が
初
め
て

那
須
を
訪
れ
た
大
正
12
年
（
１
９

２
３
）
に
、
神
社
で
植
え
ら
れ
た

松
が
本
殿
脇
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

本
殿
下
の
参
道
左
側
に
は
松
尾
芭

蕉
の
句
碑
「
湯
を
む
す
ぶ
誓
も
同

じ
石
清
水
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
幕
臣
・

国
学
者
で
塙
保
己
一
の
『
群
書
類
従
』

の
編
刊
に
携
わ
っ
た
屋
代
弘
賢

（
1
7
5
8 

‒ 

1
8
4
1
）
の
書
と
伝

わ
り
ま
す
。
ま
た
那
須
町
出
身
で
、

宮
沢
賢
治
の
主
治
医
と
し
て
作
品
に

も
登
場
し
、賢
治
顕
彰
に
貢
献
し
た
医
師・

佐
藤
隆
房
（
1
8
9
0 

‒ 

1
9
8
1
）
の

句
碑
「
新
涼
や
山
彦
を
き
き
又
呼
び

し
」
も
あ
り
ま
す
が
、
説
明
版
が
無

く
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他

に
も
一
の
鳥
居
の
扁
額
は
竹
下
登
元

首
相
に
よ
る
も
の
と
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト

が
存
在
し
ま
す
。

　
那
須
温
泉
神
社
に
は
那
須
湯
本
の

歴
史
や
文
化
が
多
く
詰
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
体
現
す
る
場
所
と
言
え
る
こ

と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

那
須
町
の

地
域
文
化
遺
産
vol.13

那須の歴史

再発見

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
74
‐
7
0
0
7

那須温泉神社

佐藤隆房句碑

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

▼
定
　
員　
30
人　

▼
講
　
師　
髙
根
沢
広
之
氏

　
（
那
須
塩
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

〇
県
立
博
物
館
市
町
連
携
事
業
移
動
講
座

　「
那
須
御
用
邸
内
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の

　
維
管
束
植
物
」（
要
予
約
先
着
順
）

▼
日
　
時　
５
月
31
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

▼
定
　
員　
30
人　

▼
講
　
師　
星
直
斗
氏

　
（
栃
木
県
立
博
物
館
）
ほ
か

〇
展
示
解
説
日

▼
日
　
時　
６
月
21
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時

〇
無
料
入
館
日

▼
日
　
時　
5
月
17
日
㈰
・
6
月
14
日
㈰

　
町
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
江
戸
時
代

か
ら
昭
和
・
平
成
時
代
に
か
け
て
の
古

文
書
や
自
治
会
資
料
、
日
記
や
手
紙
や

写
真
な
ど
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
代
替
わ
り
や
引
越
し
、
空
き
家
化
で
、

貴
重
な
資
料
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。「
蔵
に
あ
る
け
ど
内
容
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
情

報
提
供
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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